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1. はじめに 

 ペロブスカイト太陽電池の作製手法には、1Step法 

と 2Step法があるが、既存研究では 2Stepで作製した 

電池の性能が比較的高い。しかし、酸化物半導体表面 

を PbI2でパッシベーションすることで 1Step法でも性 

能が向上する報告があげられている(1)。 

 ただし、PbI2 パッシベーションによる性能の向上要因は不明確である。そこで本研究では、水晶振動子センサ

を用いて PbI2 パッシベーションによるペロブスカイトの侵入挙動の変化を観測し、性能が向上する要因を考察し

た。本研究によって、PbI2で TiO2表面をパッシベーションするとペロブスカイト侵入の挙動が変化することを明

らかとしたので報告する。 

2. 実験装置及び方法 

水晶振動子センサは表面に TiO2をスパッタ法で成膜し、DMF に対し 1M の PbI2溶液をスピンコートしたもの

を使用した。溶液は MAPbI3 を DMF 溶液中に 0.2M 溶かしたものを使用した。比較には、表面パッシベーション

していないセンサを使用した。 

3. 実験結果及び考察 

図２に、MAPbI3の侵入する挙動を時間ごとに観測し 

た結果を示す。同図より、PbI2パッシベーションしてい 

ないセンサでのペロブスカイトの侵入は流入後に吸着量 

が増加している。しかし、流入約１時間後、吸着したペ 

ロブスカイトがセンサ表面から剥離していることが確認 

できる。一方、PbI2 でパッシベーションしたセンサの場合、パッシベーションしていないセンサで見られる指数

的な吸着量の増加は見られないが、剥離する現象も見られなかった。 

4. むすび 

本研究により、TiO2表面をPbI2でパッシベーションすることによるペロブスカイトの侵入挙動変化を観測した。

結果、パッシベーションによって酸化物半導体表面でペロブスカイトの構成分子が固定化した構造を考察できた。 
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図１ 素子構造 

図２ ペロブスカイトの侵入挙動 

第62回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2015 東海大学 湘南キャンパス)13p-D15-7 

© 2015年 応用物理学会 11-482


